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【手続補正書】
【提出日】令和3年3月11日(2021.3.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　粘弾性ポリウレタンフォームを調製する方法であって、
　（１）トルエンジイソシアネートと、
　（２）イソシアネート反応性成分であって、
　　　（ａ）１００重量％の成分（２）（ａ）および（２）（ｂ）に対して２０～１００
重量％のポリオール混合物であって、５６ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオール～１２０ｍｇ　Ｋ
ＯＨ／ｇポリオール未満のヒドロキシル価、２超の平均官能性を有し、
　　　　　（ｉ）単官能ポリエーテルであって、５６ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオール以下の
ヒドロキシル価を有し、前記単官能ポリエーテル（ａ）（ｉ）の総重量に対して２０％以
下の共重合オキシエチレンを含有する単官能ポリエーテル、
　　　　　（ｉｉ）ポリエーテルポリオールであって、４７ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオール
～３００ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオールのヒドロキシル価、２の公称官能性を有し、前記ポ
リエーテルポリオール（ａ）（ｉｉ）の総重量に対して５～４５％の共重合オキシエチレ
ンを含有するポリエーテルポリオール、および
　　　　　（ｉｉｉ）ポリエーテルポリオールであって、４７ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオー
ル～３００ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオールのヒドロキシル価、２超～８の公称官能性を有し
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、前記ポリエーテルポリオール（ａ）（ｉｉｉ）の総重量に対して５～４５％の共重合オ
キシエチレンを含有するポリエーテルポリオールを含んでなり、
　　　前記ポリオール混合物（ａ）が前記単官能ポリエーテル（ｉ）を２０～５０重量％
含んでなり、残部が成分（ｉｉ）および（ｉｉｉ）を含んでなり、残部の１０～９０重量
％が成分（ｉｉ）を含んでなり、残部の９０～１０重量％が成分（ｉｉｉ）を含んでなる
、ポリオール混合物、
　　　および、任意選択で、
　　　（ｂ）１００重量％の成分（２）（ａ）および（２）（ｂ）に対して最大８０重量
％のポリエーテルポリオールであって、２～８の平均官能性、２０ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリ
オール～３００ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオールのヒドロキシル価を有し、前記ポリエーテル
ポリオール（２）（ｂ）の総重量に対して少なくとも５０％の共重合オキシエチレンを含
有するポリエーテルポリオール
を含んでなる、イソシアネート反応性成分とを、
　（３）発泡剤、
　（４）触媒、および
　（５）界面活性剤
の存在下で、反応させることを含んでなり、
　得られた粘弾性フォームにおける１５℃での貯蔵弾性率の３０℃での貯蔵弾性率に対す
る比が４以下～約１であり、かつ、得られた粘弾性フォームにおける９５超～１１０のＮ
ＣＯ指数で１．０　ｌｂ／ｆｔ３～６．０　ｌｂ／ｆｔ３の密度範囲にわたってタンデル
タによって測定されるＴｇが２０℃未満であるように、成分（２）（ａ）（ｉ）、（２）
（ａ）（ｉｉ）および（２）（ａ）（ｉｉｉ）の量、ＯＨ価および官能性が選択される、
ただし、前記ＮＣＯ指数が約１０５以上の場合、前記イソシアネート反応性成分（２）が
少なくとも約３重量％の（２）（ｂ）を含んでなる、方法。
【請求項２】
　前記単官能ポリエーテル（２）（ａ）（ｉ）が、２８ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオール以下
のヒドロキシル価を有し、前記単官能ポリエーテル（２）（ａ）（ｉ）の総重量に対して
少なくとも２％～１５％以下の共重合オキシエチレンを含有し、
　前記ポリエーテルポリオール（２）（ａ）（ｉｉ）が、７０ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオー
ル～２４０ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオールのヒドロキシル価を有し、前記ポリエーテルポリ
オール（２）（ａ）（ｉｉ）の総重量に対して１０％～４０重量％の共重合オキシエチレ
ンを含有し、
　前記ポリエーテルポリオール（２）（ａ）（ｉｉｉ）が、７０ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオ
ール～２４０ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオールのヒドロキシル価、３～６の公称官能性を有し
、前記ポリエーテルポリオール（２）（ａ）（ｉｉｉ）の総重量に対して１０％～４０重
量％の共重合オキシエチレンを含有する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記イソシアネート反応性成分（２）が、
　（ｃ）１０ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオール～３００ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオールのヒドロ
キシル価、２～８の平均官能性を有し、１００重量％の成分（ｃ）に対して０～４５重量
％の共重合オキシエチレンを含有し、ポリエーテルポリオール（ａ）（ｉｉ）および（ａ
）（ｉｉｉ）とは異なるポリエーテルポリオール、および／または
　（ｄ）充填ポリオール
のうち少なくとも１種をさらに含んでなる、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ポリオール混合物（ａ）が、２５～４５重量％の前記単官能ポリエーテル（ｉ）を
含んでなり、残部が成分（ｉｉ）および（ｉｉｉ）を含んでなり、残部の１５～８５重量
％が成分（ｉｉ）を含んでなり、残部の８５％～１５重量％が成分（ｉｉｉ）を含んでな
る、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】



(3) JP 2020-510127 A5 2021.4.22

　前記ポリエーテルポリオール（ｂ）が、３０ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオール～１７０ｍｇ
　ＫＯＨ／ｇポリオールのヒドロキシル価、２．５～６の平均官能性を有し、１００重量
％の成分（ｃ）に対して５０％～９９重量％の共重合オキシエチレンを含有する、請求項
１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記ポリオール混合物（ａ）が、ｉｎ－ｓｉｔｕ形成ポリオール混合物を含んでなる、
請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記ｉｎ－ｓｉｔｕ形成ポリオール混合物（ａ）が、
　Ａ）反応容器に、
　　　（１）５６ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオール未満のヒドロキシル価を有する単官能化合
物を含んでなる初期スターター（Ｓｉ）、および
　　　（２）ＤＭＣ（複合金属シアン化物）触媒、
を含んでなる混合物を入れること、
　Ｂ）前記反応容器に、
　　　（１）プロピレンオキシドおよびエチレンオキシドを１００：０～２０：８０の重
量比で含んでなるエポキシド
を供給すること、
　Ｃ）前記エポキシド混合物と前記初期スターター（Ｓｉ）とを反応させ、前記単官能化
合物の当量が、少なくとも１０重量％増加し、約１，５００と約６，０００との間の値に
達するまで前記エポキシドを供給することによって重合し続けること、
　Ｄ）引き続き、
　　　（１）２超～６の公称官能性および２８～４００の当量を有する低分子量スタータ
ー（Ｓｃ）を、前記反応容器に、エポキシドを供給し続けながら加えること、　Ｅ）前記
スターター（Ｓｃ）の添加を完了すること、
　ならびに
　Ｆ）前記混合物を前記反応容器中で重合し続け、それによって
　　　（ａ）ｉｎ－ｓｉｔｕ形成ポリオール混合物であって、５６ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリ
オール～１２０ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオール未満の全体のヒドロキシル価、２超の平均官
能性を有し、
　　　　　（ｉ）単官能ポリエーテルであって、５６ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオール以下の
ヒドロキシル価を有し、１００重量％の前記単官能ポリエーテル（ａ）（ｉ）に対して２
０重量％以下の共重合オキシエチレンを含有する単官能ポリエーテル、
　　　　　（ｉｉ）ポリエーテルポリオールであって、４７ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオール
～３００ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオールのヒドロキシル価、２の公称官能性を有し、前記ポ
リエーテルポリオール（ａ）（ｉｉ）の総重量に対して５～４５重量％の共重合オキシエ
チレンを含有するポリエーテルポリオール、および
　　　　　（ｉｉｉ）ポリエーテルポリオールであって、４７ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオー
ル～３００ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオールのヒドロキシル価、２超～８の公称官能性を有し
、前記ポリエーテルポリオール（ａ）（ｉｉｉ）の総重量に対して５～４５重量％の共重
合オキシエチレンを含有するポリエーテルポリオールを含んでなり、
　　　前記ポリオール混合物（ａ）が前記単官能ポリエーテル（ｉ）を２０～５０重量％
含んでなり、（ａ）の残部が成分（ｉｉ）および（ｉｉｉ）を含んでなり、残部の１０～
９０重量％が成分（ｉｉ）を含んでなり、残部の９０～１０重量％が成分（ｉｉｉ）を含
んでなる、ｉｎ－ｓｉｔｕ形成ポリオール混合物を形成すること、
　ならびに、任意選択で、
　（ＩＩ）前記ｉｎ－ｓｉｔｕ形成ポリオール混合物（ａ）を、
　　　（ｂ）１００重量％の成分（ａ）および（ｂ）に対して最大８０重量％のポリエー
テルポリオールであって、２～８の平均官能性、２０ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオール～３０
０ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオールのヒドロキシル価を有し、前記ポリエーテルポリオール（
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ｂ）の総重量に対して少なくとも５０％の共重合オキシエチレンを含有するポリエーテル
ポリオール
と混ぜ合わせること
によって調製される、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　得られたｉｎ－ｓｉｔｕ形成ポリオール混合物が、
　（ｃ）約１０ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオール～約３００ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオールのヒ
ドロキシル価、約２～約８の平均官能性を有し、１００重量％の成分（ｃ）に対して０～
４５重量％の共重合オキシエチレンを含有する１種以上のポリエーテルポリオール、およ
び
　（ｄ）１種以上の充填ポリオール
のうち少なくとも１種とさらに混合される、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　Ａ）（１）前記初期スターター（Ｓｉ）が、１種以上のＣ１２、Ｃ１３、Ｃ１４、およ
び／またはＣ１５長鎖アルコールを含んでなるスターターから調製される、請求項７又は
８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記低分子量スターター（Ｓｃ）が、グリセリン、プロピレングリコール、エチレング
リコール、スクロース、ソルビトール、またはそれらの混合物を含んでなる、請求項７～
９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　得られた粘弾性ポリウレタンフォームにおけるタンデルタによって測定されるＴｇが１
８℃未満である、請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　得られた粘弾性ポリウレタンフォームにおける１５℃での貯蔵弾性率の３０℃での貯蔵
弾性率に対する比が３以下～１．１である、請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　得られた粘弾性ポリウレタンフォームにおけるタンデルタによって測定されるＴｇが１
７℃未満である、請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　得られた粘弾性ポリウレタンフォームにおける１５℃での貯蔵弾性率の３０℃での貯蔵
弾性率に対する比が３以下～１．２である、請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　粘弾性ポリウレタンフォームであって、
　（１）トルエンジイソシアネートと、
　（２）イソシアネート反応性成分であって、
　　　（ａ）１００重量％の成分（２）（ａ）および（２）（ｂ）に対して２０～１００
重量％のポリオール混合物であって、５６ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオール～１２０ｍｇ　Ｋ
ＯＨ／ｇポリオール未満のヒドロキシル価、２超の平均官能性を有し、
　　　　　（ｉ）単官能ポリエーテルであって、５６ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオール以下の
ヒドロキシル価を有し、前記単官能ポリエーテル（ａ）（ｉ）の総重量に対して２０％以
下の共重合オキシエチレンを含有する単官能ポリエーテル、
　　　　　（ｉｉ）ポリエーテルポリオールであって、４７ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオール
～３００ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオールのヒドロキシル価、２の公称官能性を有し、前記ポ
リエーテルポリオール（ａ）（ｉｉ）の総重量に対して５～４５％の共重合オキシエチレ
ンを含有するポリエーテルポリオール、および
　　　　　（ｉｉｉ）ポリエーテルポリオールであって、４７ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオー
ル～３００ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオールのヒドロキシル価、２超～８の公称官能性を有し
、前記ポリエーテルポリオール（ａ）（ｉｉｉ）の総重量に対して５～４５％の共重合オ
キシエチレンを含有するポリエーテルポリオールを含んでなり、
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　　　前記ポリオール混合物（ａ）が前記単官能ポリエーテル（ｉ）を２０～５０重量％
含んでなり、残部が成分（ｉｉ）および（ｉｉｉ）を含んでなり、残部の１０～９０重量
％が成分（ｉｉ）を含んでなり、残部の９０～１０重量％が成分（ｉｉｉ）を含んでなる
、ポリオール混合物
　　　および、任意選択で、
　　　（ｂ）１００重量％の成分（２）（ａ）および（２）（ｂ）に対して最大８０重量
％のポリエーテルポリオールであって、２～８の平均官能性、２０ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリ
オール～３００ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオールのヒドロキシル価を有し、前記ポリエーテル
ポリオール（２）（ｂ）の総重量に対して少なくとも５０％の共重合オキシエチレンを含
有するポリエーテルポリオール
を含んでなる、イソシアネート反応性成分との、
　（３）発泡剤、
　（４）触媒、および
　（５）界面活性剤
の存在下における反応の生成物を含んでなり、
　得られた粘弾性フォームにおける１５℃での貯蔵弾性率の３０℃での貯蔵弾性率に対す
る比が４以下～１であり、かつ、得られた粘弾性フォームにおける９５超～１１０のＮＣ
Ｏ指数で１．０　ｌｂ／ｆｔ３～６．０　ｌｂ／ｆｔ３の密度範囲にわたってタンデルタ
によって測定されるＴｇが２０℃未満であるように、成分（２）（ａ）（ｉ）、（２）（
ａ）（ｉｉ）および（２）（ａ）（ｉｉｉ）の量、ＯＨ価および官能性が選択される、た
だし、前記ＮＣＯ指数が約１０５以上の場合、前記イソシアネート反応性成分（２）が少
なくとも約３重量％の（２）（ｂ）を含んでなる、粘弾性ポリウレタンフォーム。
【請求項１６】
　前記ポリオール混合物（ａ）が、ｉｎ－ｓｉｔｕ形成ポリオール混合物を含んでなる、
請求項１５に記載の粘弾性ポリウレタンフォーム。
【請求項１７】
　（ａ）前記ｉｎ－ｓｉｔｕ形成ポリオール混合物が、
　Ａ）反応容器に、
　　　（１）５６ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオール未満のヒドロキシル価を有する単官能化合
物を含んでなる初期スターター（Ｓｉ）、および
　　　（２）ＤＭＣ（複合金属シアン化物）触媒、
を含んでなる混合物を入れること、
　Ｂ）前記反応容器に、
　　　（１）プロピレンオキシドとエチレンオキシドを１００：０～２０：８０の重量比
で含んでなるエポキシド
を供給すること、
　Ｃ）前記エポキシド混合物と前記初期スターター（Ｓｉ）とを反応させ、前記単官能化
合物の当量が、少なくとも１０重量％増加し、１，５００と６，０００との間の値に達す
るまで前記エポキシドを供給することによって重合し続けること、
　Ｄ）引き続き、
　　　（１）２超～６の公称官能性および２８～４００の当量を有する低分子量スタータ
ー（Ｓｃ）を、前記反応容器に、エポキシドを供給し続けながら加えること、　Ｅ）前記
スターター（Ｓｃ）の添加を完了すること、
　ならびに
　Ｆ）前記混合物を前記反応容器中で重合し続け、それによって
　　　ポリオール混合物であって、５６ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオール～１２０ｍｇ　ＫＯ
Ｈ／ｇポリオール未満の全体のヒドロキシル価、２超の平均官能性を有し、
　　　　　（ｉ）単官能ポリエーテルであって、５６ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオール以下の
ヒドロキシル価を有し、１００重量％の前記単官能ポリエーテル（ａ）（ｉ）に対して２
０重量％以下の共重合オキシエチレンを含有する単官能ポリエーテル、
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　　　　　（ｉｉ）ポリエーテルポリオールであって、４７ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオール
～３００ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオールのヒドロキシル価、２の公称官能性を有し、前記ポ
リエーテルポリオール（ａ）（ｉｉ）の総重量に対して５～４５重量％の共重合オキシエ
チレンを含有するポリエーテルポリオール、および
　　　　　（ｉｉｉ）ポリエーテルポリオールであって、４７ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオー
ル～３００ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオールのヒドロキシル価、２超～８の公称官能性を有し
、前記ポリエーテルポリオール（ａ）（ｉｉｉ）の総重量に対して５～４５重量％の共重
合オキシエチレンを含有するポリエーテルポリオールを含んでなり、
　　　前記ポリオール混合物（ａ）が前記１種以上の単官能ポリエーテル（ｉ）を２０～
５０重量％含んでなり、（ａ）の残部が成分（ｉｉ）および（ｉｉｉ）を含んでなり、残
部の１０～９０重量％が成分（ｉｉ）を含んでなり、残部の９０～１０重量％が成分（ｉ
ｉｉ）を含んでなる、ポリオール混合物
　ならびに、任意選択で、
　（ＩＩ）前記ｉｎ－ｓｉｔｕ形成ポリオール混合物（ａ）を、
　　　（ｂ）１００重量％の成分（ａ）および（ｂ）に対して最大８０重量％のポリエー
テルポリオールであって、２～８の平均官能性、２０ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオール～３０
０ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリオールのヒドロキシル価を有し、前記ポリエーテルポリオール（
ｂ）の総重量に対して少なくとも５０％の共重合オキシエチレンを含有するポリエーテル
ポリオール
と混ぜ合わせること
によって調製される、請求項１６に記載の粘弾性ポリウレタンフォーム。
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